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レーザー系のマスター方程式 (Fokker-Planck方程式 )の導出の仕方には,Risken の
semiclassicaltheory三)Haakeの microscopictheory2)がある｡レーザーのモデル











J(i)- 〔(蒜 p*+毒 p)(〟-α1+αnlP*p)+4q盲両 耳 〕f(i)
となり Riskenの Fokker-Planck方程式に一致すると主張したが,そこには問題点が1つ
ある｡それは,Haake 自身指摘している通 り,Haake が落とした項の中に Orderestim-
ateでは落とせない物理的でない項が含まれているということである｡このことは, TC形式
の減衰理論で得 られた convolution型の方程式にっいて, convolution積分のところを正
しく扱わないで,naiveに長時間極限をとると正しい結果が得られないということを示して
いる｡
我々は,Haake と同じモデルで time-convolution-less(TCL)形式の減衰理論3)を
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